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邦1部 座長 北 原 隆 (上智大)
1)詔長類頭骨の基本構造と食性への適応





第2部 座長 小 野 勇 一 (九大)
4)ヤクザルの食性
丸 橋 珠 樹(京大･詔長研)
5)ニホンザルとゲラダヒヒの採食生態
岩 本 俊 孝 (宮崎大)
第3部 座長 伊谷純一郎 (京大･理)
6)チンパンジーの食性
-カソゲとゴンベの比較一
上 原 重 男(東大･理)
7) マレー 半島狩猟採集民セマ･プリ
(S占maqBeri)の食生態
･口 蔵 幸 雄(東大･理)
8)アフリカの狩猟採集民の食生態































安 成 酉 三(京大･東南ア研)
座長 北 原 陸 (上智大)
3)宋アフ1)カの化石人類
岩 本 光 雄 (京大･霊長研)
4)泣入化石の評価
佐 缶 朔 (国立科博)
座長 池 田 次 郎 (京大･瑚)
5)インドネシアの化石人類
相 見 満 (京大･詔長研)･
6) ドリオピテクス類について
渡 辺 毅 (京大･詔長研)
座長 伊谷純一郎 (京大･理)
7)チンパンジーの道具使用と製作(東アフリカ)
西 田 利 貞 (東大･理)
8)チンパンジーの道具使用と製作(西アフ1)カ)
杉 山 幸 丸 (京大･詔長研)
9)束アフl)カの旧石器について
大 参 義 一 (名大･考古)
世話人 江原昭善･河合雅雄･鈴木 晃･
田中二郎･泣辺 毅

















































2)前頭前野 一前運動野 一 運動野の
運動コントロールと階層性
久保田競 (京大･霊長研)
3)ザリガニの行動選択
久田光彦(北大･理)
4)開眼手術後の祝知覚の成立
鳥居修晃(東大･教養)
5)総合討論
島韓 括(東大･医)
浜田氏は,まず前回の研究会で語られた階層性
の例を手際よく纏めて総括した｡今回もそうであ
ったが,前回も階層性の概念が各分野により,か
なり異なった意味合いに使われており,この点を
鑑みると,この纏めは後の総合討論を行なうに際
し有効となった｡
久保田氏は,氏が行なってきた年来の実験デー
タに基づき,随意運動の発現･遂行に際し,運動
命令が前頭前野に発し,前運動野を経て運動野に
至るとするものである｡この際,前頭前野は運動
遂行のり決定〃に大きな自由度を持ち,運動野に
下ろに従って少なくなると考える｡ このようにし
て,前頭前野から運動野に至る一連の経路におい
て階屈性の概念が適用できるとする｡
l久田氏も又,年来行なってきたザリガニの行動
の神経機構の解析から,美事なニューロン結合を
提示した｡即ち,尾節肢の開閉の運動司令に対す
る短節肢の振舞から;種々の介在ニュー ロンが干
渉するZlfを明らかにした｡又,p興味あることはス
Iパイクを出さないで,しかも運動細胞の活動を制
御している例がある串であった｡更に細かい機能
の解析は,将来にゆだねられた｡
砧居氏は,先天性盲人が手術により,視力を回
役していく際の,祝知覚の成立について述べた.
先天性盲人とは術後垣後には,距離および物休の
知覚が出来ない症例と定義される｡術後施行され
た種々の視覚テストでは,眼底所見ほほ正常｡視
力0.03(右),0.02(左)｡視野は若干狭い｡赤と背
の区別,可｡赤と緑,不可｡中心固視不安定｡物
の形,識別できず(三角,正方形,丸では可｡立
体,表面の形,不可｡)｡方向弁別不可｡といった
ところである｡これが術後の訓練により,弁別可
能になるが,その際,可能になっていく噸序があ
る｡最初は上･下もわからない｡やがて物の属性
を弁別する｡次いで属性を組み合わせて物を弁別
する｡更に進むと,物の特徴をとらえて物の識別
が可能になるという｡
総合討論は,脳の構造の階層性(久保田)と行
動の階層性(久田)で,階層性の内容の述いが島
津氏から指摘され,これについて多くの論者がこ
もごも意見を述べた｡中でも,階層性の高低をど
う考えるかについて,侵害反射の例を苗いと考
える(久田)か,低いと考える(塚原)かといっ
た,一見,日常何とも思っていない事に,全く舛
なった見方が出来るという意外な事実に,参加者
一同驚く一幕もあった.それは生存に対する必須
要件から見るTiきだ.いやtddcisionmaking'
の観点から見た方がよろしい,priorityのレベ
ルから比べよう,behavioraldominanCe云 -々
-,との論議もあったが,結局,大島氏が階屈性
の概念を出したコントの単純性の基準に基づくの
が良いとの提案に,一同納得した形であった｡
しかし,これですべてが終ったわけではない｡
階層性の概念は,更に個々人により検討され,別
な基準で定義しなおす事も可能であろう｡
(文吉 松波)
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